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　町戦没者追悼式は８月７日、町体験交流館学びいなで執り行わ
れました。式には遺族会会員や来賓など約 200 人が出席、国歌
斉唱の後、黙とうをささげ、先の大戦で犠牲になった 800 余柱
の冥福を祈りました。
　津金町長が「わたしたちが物心ともに豊かな生活を送れるのは、
犠牲者の皆さんの礎

いしずえ

のおかげ。尊い犠牲の上に築かれた現在の平
和と繁栄を維持し、悲惨な戦争から得た教訓と平和の尊さを伝え
ていきます」と式辞を述べた後、山口靖

や す

明
あ き

会津保健福祉事務所長、
関澤和

よ り

人
ひ と

議長が追悼の言葉を述べました。

英霊800余柱の冥福を祈る
200 人が出席し、町戦没者追悼式

出席者全員で英霊の御霊を慰めました

　町が出資・出えんしている、第三セクターなどの外郭団体の運
営状況について、点検、評価をする「公社等外郭団体点検評価委
員会（長谷川与

よ

一
い ち

委員長）」。（株）まちづくり猪苗代の点検評価
を終え、８月６日、町がとるべき措置について町長に報告書を提
出しました。報告には、「中心市街地を活性化するための機関な
ので、まちづくりの中核会社としての使命を果たすこと。多方面
への事業拡大、新たな経営戦略の実践、固定負債の改善や繰越損
失の早期解消に努力する必要がある」などが示され、津金町長は

「報告を真摯に受け止め、改善に努める」と話しました。

中心市街地の活性化を要請
まちづくり猪苗代について報告書

報告書を手渡す長谷川委員長（右）と津金町長（左）

　「野口英世博士のふるさと猪苗代応援寄付金」として、昨年町
に 800 万円の寄付をした千葉県在住、会社経営遠藤昭

しょう

二
じ

さん（47）
＝西高森出身＝が紺綬褒章を受章し８月 12 日、町役場で伝達式
が挙行されました。
　伝達式では、塚

つ か

原
は ら

啓
ひ ろ

史
し

県会津地方振興局企画商工部長から褒章
が手渡され、遠藤さんは「立派な章をいただき光栄です」と感謝
を述べました。
　伝達式終了後、遠藤さんは今年度も町へ 1,000 万円を寄付。
津金町長に目録を手渡しました。　

遠藤さんが紺
こ ん

綬
じ ゅ

褒
ほ う

章
し ょ う

を受章
多額の寄付、功績をたたえられる

左から塚原部長、遠藤さん、津金町長

　第 11 回うつくしまトライアスロン in あいづは８月 23 日、猪
苗代湖の天神浜でスイム（1.5㌔）、天神浜から会津大までのバイ
ク（40㌔）、同大周辺を走るラン（10㌔）のオリンピックディスタ
ンスで開催され、全国から出場した 397 人が、自らの限界に挑
戦しました。開会式で「風光明媚なこの会津の地を、全力で走り
抜きます」と力強く宣誓した前

ぜ ん

後
ご

貴
た か

幸
ゆ き

選手（東京海洋大 3 年：酸
川野出身）は、「生まれ育った故郷で、家族や親せきの声援を受け
ながら、練習の成果を発揮することが出来て幸せです。一生忘れ
られない思い出になりました」とレースの感想を述べました。

鉄人たちが己の限界に挑戦
会津の雄大な自然を舞台に大激走

　21 年度の優良納税貯蓄組合への感謝状贈呈式は 8 月 5 日、町
役場で開かれました。県会津地方振興局の森

も り

合
あ い

正
ま さ

典
の り

振興局長、高
橋純

じゅん

一
い ち

県税部長らが来庁し、八千代納税貯蓄組合の阿
あ

部
べ

浩
こ う

一
い ち

組
合長に感謝状を手渡しました。
　阿部組合長は「当組合は、納税だけにとどまらず、地域に貢献
する共同体としての役割も担って活動してきました。いろいろな
問題などもありますが、可能な限り続けたい」と述べました。式
の終了後、同組合の会員らは、八千代地区の公民館に会場を移し、
祝賀会を開いて会員同士の親睦を深めました。

納税への取り組みをたたえ
八千代納税貯蓄組合へ感謝状贈呈

右から高橋部長、森合局長、常盤連合会長、阿部組合長、津金町長

　県内各市町村の代表チームが熱戦を繰り広げる、第３回市町村
対抗福島県軟式野球大会は９月 26 日、福島市の県営あづま球場
で開幕します。同大会に出場する、猪苗代選抜チームのメンバー
が決定しました。町内の野球チームから選抜された 26 人とふる
さと選手 2 人を含む合計 28 人。この 28 人が大会に臨みます。
　昨年は、１回戦で浪江町チームと対戦。１－２で敗退しました
が、優勝チームを相手に接戦を演じた実力はまぎれもなく本物で
す。今年こそは練習の成果を発揮し、優勝を目指して頑張ってく
ださい。

町の代表という誇りを胸に
市町村対抗軟式野球の選手が決定

背後にそびえる磐梯山のように力強いプレーを期待します 40㌔先の会津大を目指してバイクのスタート
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　戊辰戦争の激戦地、母
ぼ

成
な り

峠
とうげ

の戦いで戦死した東軍殉難者の慰霊
祭は 8 月 21 日、母成慰霊碑前で執り行われ、母成弔

ちょう

霊
れ い

義
ぎ

会
か い

会員
や殉難者の子孫など約 30 人が出席しました。
　仏事の後、母成弔霊義会の橋本彦

ひ こ

一
い ち

会長が祭文を読み上げ、津
金町長が「郷土を守るために散った御霊が安らかに眠ることを祈
る」と弔辞を述べました。
　慰霊祭後、吾妻小学校の 5 年生の児童 13 人が白虎隊の剣舞を
奉納し、戦死者の霊を慰めました。
　この慰霊祭は、母成弔霊義会の主催で毎年開かれています。

東軍殉難者の御霊安らかに
戊辰戦争の激戦地母成峠で慰霊祭

慰霊碑の前で剣舞を奉納する吾妻小の児童ら

　ＳＬばんえつ物語号の歓迎イベントは８月 23 日、ＪＲ猪苗代
駅で開催されました。
　駅では、川

か わ

桁
げ た

謡
よ う

真
し ん

鼓
こ

楽
ら く

会
か い

の勇壮な太鼓演奏がＳＬを出迎え、歓
迎ムードを盛り上げ、町商工観光課や猪苗代観光協会の職員が、
日本酒や笹だんごを振る舞い、乗客をもてなしました。
　乗客らは、ＳＬをバックに記念撮影をしたり、太鼓の演奏を撮
影したりと短い停車時間を思い思いに過ごしました。
　今後、猪苗代を通過するＳＬばんえつ物語号の運行は、９月
26 日の新潟－郡山間、27 日の郡山－新潟間となっています。

「貴婦人」が会津路を駆ける
ＳＬばんえつ物語号歓迎イベント

　本町出身の世界的医学者野口英世博士とペルー人医学生ダニエ
ル・カリオンの姿を描いた舞台劇「野口英世　大陸の伝説」は８
月 16 日、町体験交流館学びいなで上演されました。
　主役の博士役は英世のそっくりさんとして知られる緑小学校教
諭の渡部英世さんが務め、英世とカリオンの物語を熱演、観客を
魅了しました。
　舞台は上演実行委員会の主催、町体験交流協会の共催で、小川
病院開院 50 周年記念事業、町体験交流館オープニング事業とし
て開催されました。

知られざる野口英世の物語
舞台劇「野口英世　大陸の伝説」

見事に主役を演じた渡部英世さん（左）

勇壮な太鼓の演奏がＳＬを出迎えました


